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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  適切な信号処理（特定の色調の強調（カラー
マトリックスの変更やペイントの調整）及び露光時間の
変更（長時間露光撮像））とを組み合わせる事で、一つ
の撮像素子で様々な観察に対応する。
【解決手段】  ＣＣＵ６には、カメラヘッド５のモード
信号発生部２７、ＩＤ信号出力部２８からの信号によ
り、通常観察モードか特殊光観察モードかの動作モード
を識別するための識別回路５４が設けられており、識別
回路５４では、その識別結果をＩ．Ｌ５５を介してＣＰ
Ｕ５１に送信すると共に光源装置内の検知回路に送信す
る。この信号に基づいてＣＰＵ５１はＣＣＵ６内の信号
処理を変更し、また検知回路は光源装置のターレット状
フィルタのフィルタを変更する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体に照明光を照射する光源ランプ
と、
前記照明光を照射された前記被写体を撮像する撮像手段
と、
前記撮像手段から出力される撮像信号に対して信号処理
する信号処理手段と、
前記撮像手段に入射される被写体光の光路上に配置さ
れ、前記被写体光の波長域を切り替える波長切り替え手
段と、
前記波長切り替え手段の切り替え状態に基づき、前記照
明光の波長域を切り替える照明切り替え手段とを備えた
ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記波長切り替え手段の切り替え状態に
基づき、前記撮像手段の露光状態を制御する露光制御手
段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】  前記波長切り替え手段の切り替え状態に
基づき、前記信号処理の動作状態を制御する動作制御手
段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は  内視鏡を利用した
特殊光による生体観察を行う内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、可視光を被写体に照射し、その反
射光による被写体像を表示手段に表示する内視鏡装置に
おいても、紫外光や赤外光等の特殊光を被写体に照射
し、その光による特殊光観察が可能な内視鏡装置が提案
されている。
【０００３】このような特殊光観察においては、その効
果を向上させる為に、特定波長、例えば紫外光に対して
励起されやすい蛍光剤や、特定波長、例えば赤外光に吸
収ピークをもつ造影剤などを、臓器等の被検査対象に投
与し、これに特殊光を照射し、前記蛍光剤または造影剤
から見せられる光による特殊光画像を観察するというこ
とが一般的に行われている。
【０００４】また、特殊光観察時には特殊光観察画像の
みを抽出できるように、撮影時には可視光による照明を
禁止して、特殊光のみを照射することが一般的に行われ
る。つまり通常観察時には可視光を照射し、特殊光観察
画像を得る場合には特殊光を照射するという具合に照射
光を切り替えることが必要になる。
【０００５】このような可視光による通常観察機能と紫
外光や赤外光等による特殊光観察機能とを兼ね備えた内
視鏡装置が、例えば特開平９－１５４８０９号公報に開
示されている。
【０００６】この公報のように、光源装置からフィルタ
を介して選択的に導光される可視光又は特殊光を内視鏡
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挿入部から被写体に照射し、この被写体から発せられる
光を内視鏡接眼部に選択的に取り付ける可視光用撮像手
段としての可視光観察用撮像カメラまたは特殊光用撮像
手段としての特殊光観察用撮像カメラで撮像して、それ
ら可視光観察用撮像カメラまたは特殊光観察用撮像カメ
ラからの撮像信号をそれぞれの撮像カメラに応じた信号
処理手段で信号処理してモニタに表示し、可視光観察及
び特殊光観察を行うものが提案されている。
【０００７】また、安価な構成で可視光と赤外光とを同
時に観察できる内視鏡装置が特開平１１－１０４０７４
号公報に示されている。
【０００８】この公報では、カメラコントロールユニッ
トに接続される通常観察用内視鏡と赤外光観察用内視鏡
とを検知して、通常観察時と赤外光観察時とで生じる色
再現性の差を、カラーマトリックスの係数を切り替える
ことで補正するというものが提案されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開平９－１５４８０９号公報に記載の内視鏡装置は、可
視光用撮像手段としての通常観察用撮像カメラまたは特
殊光用撮像手段としての特殊光観察用撮像カメラを内視
鏡接眼部にそれぞれ切り替える際に、所望の可視光また
は特殊光を得るためには、所望の可視光または特殊光に
応じて前記光源装置に設けられたフィルタを手動でそれ
ぞれ切り替えると共に、それぞれの撮像カメラに応じた
信号処理手段を手動でそれぞれ切り替えていたので、煩
雑であった。
【００１０】さらに２つの撮像素子が内蔵されていた
り、通常観察時と特殊光観察時とでそれぞれに専用の処
理回路が多い為にコストの増大、及び装置が大型化が大
きくなるという欠点があった。
【００１１】また、特開平１１－１０４０７４号公報の
場合には、通常観察時と赤外観察時とで、カメラコント
ロールユニットに接続する内視鏡を変えるという煩雑さ
があり、また光源装置のフィルタを切り替える手段も備
わってなかった。
【００１２】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、適切な信号処理（特定の色調の強調（カラーマ
トリックスの変更やペイントの調整）及び露光時間の変
更（長時間露光撮像））とを組み合わせることで、一つ
の撮像素子で様々な観察に対応することのできる内視鏡
装置を提供することを目的としている。
【００１３】本発明の他の目的は、ユーザがカメラヘッ
ドに設けられた通常観察時と特殊光観察時との切り替え
フィルタを操作するだけで、通常観察と特殊光観察との
切り替えを一挙にできる内視鏡装置を提供することであ
る。
【００１４】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
被写体に照明光を照射する光源ランプと、前記照明光を



(3) 特開２００２－２１９０９７

10

20

30

40

50

3
照射された前記被写体を撮像する撮像手段と、前記撮像
手段から出力される撮像信号に対して信号処理する信号
処理手段と、前記撮像手段に入射される被写体光の光路
上に配置され、前記被写体光の波長域を切り替える波長
切り替え手段と、前記波長切り替え手段の切り替え状態
に基づき、前記照明光の波長域を切り替える照明切り替
え手段とを備えて構成される。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１６】図１ないし図１３は本発明の第１の実施の
形態に係わり、図１は内視鏡装置の構成を示す構成図、
図２は図１の光源装置及びカメラヘッドの構成を示す構
成図、図３は図１のＣＣＵの構成を示す構成図、図４は
図３の色分離回路の構成を示す構成図、図５は図３の露
光制御回路の構成を示す構成図、図６は図２のカメラヘ
ッドに設けられた切り替えフィルタの構成を説明する第
１の説明図、図７は図２のカメラヘッドに設けられた切
り替えフィルタの構成を説明する第２の説明図、図８は
図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフィルタの構
成を説明する第３の説明図、図９は図２のカメラヘッド
に設けられた切り替えフィルタの構成を説明する第４の
説明図、図１０は図２のカメラヘッドに設けられた切り
替えフィルタ変形例の構成を説明する説明図、図１１は
図３のＣＣＵにおける露光制御処理を説明するフローチ
ャート、図１２は図３のＣＣＵにおける露光制御処理を
説明するタイミング図、図１３は図２の検知回路による
ターレット状フィルタの移動制御を説明するフローチャ
ートである。
【００１７】（構成）図１に示すように、本実施の形態
の内視鏡装置１は、体腔内に挿入されるスコープ２と、
スコープ２に可視光と可視光以外の特殊光とを選択的に
出力可能な光源装置３と、光源装置３からの光をスコー
プ２に伝送するためのライトガイドケーブル４と、スコ
ープ２に着脱自在に接続される撮像手段としてのＣＣＤ
及び切り替えフィルタを備えたカメラヘッド５と、カメ
ラヘッド５内に配設された撮像手段としてのＣＣＤに対
する信号処理を行うカメラコントロールユニット（以
下、ＣＣＵと記す）６と、ＣＣＵ６で生成された標準的
なＴＶ信号を表示するためのモニタ７等で構成されてい
る。
【００１８】図２に示すように、光源装置３内には、通
常観察用照明光源及び、特殊光源として、例えばキセノ
ンランプ１１が設けてあり、このキセノンランプ１１の
光はステッピングモータ１２により回転されるターレッ
ト状フィルタ１３を透過し、さらに集光レンズ１４を介
して、ライトガイドケーブル４の光入射端に供給される
ようになっている。
【００１９】このターレット状フィルタ１３は、円板状
に図示しない２つの扇状開口を設け、各開口には、例え
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ば３８０ｎｍ～７８０ｎｍの波長の光を透過する図示し
ない可視光用フィルタと、例えば７９０ｎｍ～８２０ｎ
ｍの赤外光観察用の赤外光を生成する図示しない赤外光
用フィルタとが取り付けられている。あるいは赤外光用
フィルタの代わりに、３００ｎｍ～４３０ｎｍの紫外光
観察用の紫外光を生成する図示しない紫外光用フィルタ
とが取り付けられている。
【００２０】そして検知回路１６により、後述するカメ
ラヘッド５内の切り替えフィルタの状態に対応して、前
記ステッピングモータ１２が制御駆動され、通常観察モ
ードが設定された場合には、ターレット状フィルタ１３
の可視光用フィルタが光路上に配置され、ライトガイド
ケーブル４には、通常照明光としての可視光が供給され
る。一方、特殊光観察モードが設定された場合には、タ
ーレット状フィルタ１３の特殊光用フィルタが光路上に
配置され、ライトガイドケーブル４には、特殊光が供給
されるようになっている。
【００２１】また、パネルスイッチ１７も、ターレット
状フィルタ１３を切り替えるためのスイッチである。
【００２２】光源装置３から出射された光は、ライトガ
イドケーブル４によりスコープ２内に伝送される。スコ
ープ２内には可視光または特殊光を伝送するライトガイ
ド２１、その光を被写体に拡散照射するための照明レン
ズ２２、被写体からの光を集光するための対物レンズ２
３、この対物レンズ２３により結像された像を伝送する
ためのイメージガイド２４、さらには、接眼レンズ２５
などがある。
【００２３】スコープ２にはカメラヘッド５が接続さ
れ、接眼レンズ２５からの像はカメラヘッド５内に配置
された切り替えフィルタ２６に備えられた光学フィルタ
を介してＣＣＤ３１に結像され、電気信号に変換され
る。
【００２４】カメラヘッド５は、ＣＣＤ３１、プリアン
プ３４、切り替えフィルタ２６、モード信号発生部２
７、ＩＤ信号出力部２８などで構成されている。 ＣＣ
Ｄ３１で光電変換されたアナログ撮像信号は、プリアン
プ３４にて増幅され、ＣＣＵ６に送られる。
【００２５】ここで、ＣＣＤ３１ は本実施の形態で
は、一例として単板式カラーＣＣＤを想定し、その出力
信号に応じた信号処理がＣＣＵ６内で行われる。
【００２６】ＣＣＵ６の信号処理では、切り替えフィル
タ２６の状態が通常観察用フィルタか、特殊光観察用フ
ィルタかで、観察に適したカラーマトリックスに切り替
える。
【００２７】図３に示すように、ＣＣＵ６内には、ＣＣ
Ｄ３１を駆動制御するＣＣＤドライバ３３が設けられて
おり、ＣＣＤドライバ３３よりＣＣＤ駆動信号がカメラ
ケーブル３２（図１参照）内のＣＣＤ駆動信号伝送線を
介してＣＣＤ３１に供給され、ＣＣＤ３１に蓄積された
信号電荷がＣＣＤ出力信号として読み出される。



(4) 特開２００２－２１９０９７

10

20

30

40

50

5
【００２８】また、ＣＣＤ３１より読み出されたＣＣＤ
出力信号は、カメラヘッド５内においてプリアンプ３４
により増幅されて、カメラケーブル３２（図１参照）内
のＣＣＤ出力信号伝送線を介してＣＣＵ６に伝送され、
ＣＣＵ６内のプリプロセス回路３５に入力される。
【００２９】プリプロセス回路３５の後段にはＡ／Ｄ変
換回路３６、アイソレーション回路（以下、Ｉ．Ｌと略
記）３７及びＹ／Ｃ分離回路３８が設けられており、プ
リプロセス回路３５に入力されたＣＣＤ出力信号はＣＤ
Ｓ（相関二重サンプリング）やＳ／Ｈ（サンプルホール
ド）等の前処理が行われた後、Ａ／Ｄ変換回路３６に入
力されてデジタル信号に変換された後、Ｉ．Ｌ３７によ
り電気的絶縁がなされてＹ／Ｃ分離回路３８に入力され
る。
【００３０】Ｙ／Ｃ分離回路３８の後段には色差ＬＰＦ
（ロー・パス・フィルタ）３９、線順次同時化回路４０
及びＲＧＢマトリックスからなる色分離回路４１が設け
られており、Ｙ／Ｃ分離回路３８に入力されたデジタル
信号は輝度信号Ｙとクロマ信号Ｃに分離され、クロマ信
号Ｃは色差ＬＰＦ３９により疑色等が除去された後、線
順次同時化回路４０により線順次化されて、色分離回路
４１にＹ・Ｃr ・Ｃbの３系統のデジタル信号が入力さ
れ、色分離回路４１によりＲＧＢデジタル信号に変換さ
れる。
【００３１】色分離回路４１の後段にはＡＧＣ＆ペイン
ティング回路４２、露光制御回路４４及びｋｎｅｅ＆γ
補正回路４３が設けられており、色分離回路４１からの
ＲＧＢデジタル信号は、ＡＧＣ＆ペインティング回路４
２によりゲイン調整及びペインティング処理が施された
後、露光制御回路４４により後述する露光制御処理がな
され、ｋｎｅｅ＆γ補正回路４３により高輝度部の情報
の圧縮を行うｋｎｅｅ処理及び非線形のγ補正処理が行
われる。
【００３２】このｋｎｅｅ＆γ補正回路４３におけるｋ
ｎｅｅ処理及びγ補正処理により、例えば１１ビットの
データからなる前段のデジタル信号（入力）が８ビット
のデジタル信号（出力）となる。
【００３３】ｋｎｅｅ＆γ補正回路４３の後段には、エ
ンコーダ４５が設けられており、エンコーダ４５により
標準的なＴＶ信号、例えばＮＴＳＣに変換されて、７５
Ωドライバ４６によりインピーダンス整合がとられてモ
ニタ７に出力されるようになっている。
【００３４】また、ＣＣＵ６には、基準信号発生回路
（以下、ＳＳＧと略記）４７が設けられており、Ｉ．Ｌ
４８を介して電気的絶縁がなされたＳＳＧ４７から発生
した基準クロック信号に基づきタイミング信号発生回路
（以下、ＴＧと略記）４９が上記各種回路への各種タイ
ミング信号を発生するようになっている。
【００３５】さらに、ＣＣＵ６には、色分離回路４１か
らのＲＧＢデジタル信号から画像の明るさを検波する検
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波回路５０が設けられており、この検波回路５０の検波
出力はＣＰＵ５１に出力され、ＣＰＵ５１により画像の
明るさが所定値以上かどうかを判断し、画像の明るさの
値に基づいて周辺インターフェイス（以下、周辺Ｉ／
Ｆ）５２を制御し、周辺Ｉ／Ｆ５２が設定信号及び制御
信号を露光制御回路４４及びＣＣＤドライバ３３に出力
するようになっている。ここで、ＣＣＤドライバ３３へ
の周辺Ｉ／Ｆ５２からの制御信号はＩ．Ｌ５３により電
気的絶縁がなされている。
【００３６】そして、ＣＣＵ６には、カメラヘッド５の
モード信号発生部２７、ＩＤ信号出力部２８からの信号
により、通常観察モードか特殊光観察モードかの動作モ
ードを識別するための識別回路５４が設けられており、
識別回路５４では、その識別結果をＩ．Ｌ５５を介して
ＣＰＵ５１に送信すると共に光源装置３内の検知回路１
６に送信する。この信号に基づいてＣＰＵ５１はＣＣＵ
６内の信号処理を変更し、また検知回路１６は光源装置
３のターレット状フィルタ１３のフィルタを変更する。
【００３７】カメラヘッド５のＩＤ信号出力部２８は、
ＣＣＵ６がカメラヘッド５の種類を判別するためのＩＤ
信号を出力するものであって、カメラヘッド５からは、
モード信号発生部２７で発生する信号とともにＩＤ信号
が、ＣＣＵ６の識別回路５４に送られる。
【００３８】識別回路５４の識別結果に基づき、本実施
の形態のＣＰＵ５１により制御された露光制御回路４４
においては、通常観察時には、常時通常露光モードで撮
像を行い、より感度を要求される特殊光観察時には、長
時間露光モード動作を被写体の明るさに応じて行う。な
お、通常露光モード及び長時間露光モードは後述する。
【００３９】また、識別回路５４の識別結果に基づき、
通常観察あるいは特殊光観察に対応したカラーマトリッ
クスを、ＣＰＵ５１がＲＯＭ５６に予め保持されたテー
ブルを参照して読み出し、色分離回路４１に当該カラー
マトリックスを出力することで、色分離回路４１で所定
の演算が行われる。
【００４０】なお、Ｉ．Ｌ３７、４８、５３、５５は、
内視鏡装置１が医療用機器であることから、スコープ２
側とＣＣＵ６側との電気的絶縁をはかるために設けられ
ている。
【００４１】前記色分離回路４１の詳細な構成は、図４
に示される通りである。即ち、色分離回路４１は、ＣＰ
Ｕ５１からの入力を受けるＣＰＵインターフェース６１
と、上記ＣＰＵ５１から送られたカラーマトリックスに
係る係数を保持する係数レジスタ６２と、Ｙ／Ｃ分離回
路３８等からの信号を保持する入力レジスタ６０と、乗
算器６３ａ乃至６３ｉ及び加算器６４ａ乃至６４ｃによ
り上記係数レジスタ６２に保持された係数に基づく所定
演算を行った演算結果を保持する出力レジスタ６５とを
有して構成されている。
【００４２】露光制御回路４４は、図５に示すように、
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7
ＴＧ４９からのフィールド信号（Ｈ：Ａフィード、Ｌ：
Ｂフィールド）及びＣＰＵ５１により制御された周辺Ｉ
／Ｆ５２からの設定信号とを入力し、フィールド信号の
エッジにより１フィールド期間を判別して各１フィール
ド期間に同期して周辺Ｉ／Ｆ５２からの設定信号に対応
した以下の表１に示す係数信号を出力する第１係数レジ
スタ７１及び第２係数レジスタ７２と、ＡＧＣ＆ペイン
ティング回路４２を介した１１ビットのＲＧＢデジタル
信号に対して第１係数レジスタ７１からの係数信号を乗
算する第１乗算器７３と、ＡＧＣ＆ペインティング回路
４２を介したＲＧＢデジタル信号を１フィールド期間遅
延させるフィールドメモリからなる遅延回路７４と、遅
延回路７４により１フィールド期間遅延されたＲＧＢデ
ジタル信号に対して第２係数レジスタ７２からの係数信
号を乗算する第２乗算器７５とを備えて構成される。
【００４３】
【表１】

さらに露光制御回路４４は、第１乗算器７３の出力と第
２乗算器７５の出力とを加算する加算器７６と、加算器
７６の出力を１フィールド期間遅延させる遅延回路７７
と、遅延回路７７の出力に対して補間処理を行う補間処
理回路７８とを備えている。
【００４４】次に図６及び図７を用いて、カメラヘッド
５に備えられた切り替えフィルタ２６の構成・動作につ
いて説明する。
【００４５】切り替えフィルタ２６には、図６に示すよ
うな光学フィルタ２６ａ，２６ｂの２種類のフィルタが
ついており、光学フィルタ２６ａは通常観察用フィルタ
で、光学フィルタ２６ｂは特殊光観察用フィルタであ
る。ユーザはカメラヘッド５の外部に飛び出した切り替
え用つまみ２６ｃを動かすことで、２種類の光学フィル
タ２６ａ，２６ｂを選択的に切り替えることができ、所
望の光学フィルタ２６ａ（２６ｂ）が光軸上に配置され
る。
【００４６】そして、モード信号発生部２７は、現在の
動作モードを決定するためのスイッチであって、押しボ
タンスイッチ２７ａを有して構成される。切り替え用つ
まみ２６ｃを動かして、特殊光観察用の光学フィルタ２
６ｂが選択されると、図７に示すように、切り替えフィ
ルタ２６が第１位置（図６及び図７の実線位置）から第
２位置（図６及び図７の点線位置）に移動し、モード信
号発生部２７の押しボタンスイッチ２７ａが押し込まれ
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て、スイッチがＯＮ状態になる。
【００４７】反対に通常観察用光学フィルタ２６ａが選
択された時（第１位置）には、モード信号発生部２７の
押しボタンスイッチ２７ａは押されず、スイッチはＯＦ
Ｆ状態になる。
【００４８】このＯＮ／ＯＦＦ状態が電気信号となり、
識別回路５４に送られ、現在の動作モードが通常観察モ
ード（スイッチＯＦＦ）なのか、特殊光観察モード（ス
イッチＯＮ）なのかが識別される。識別回路５４ではこ
の識別した動作モードの状態をＣＰＵ５１、及び光源装
置３内の検知回路１６に伝達する。
【００４９】図８に示すように、例えば切り替えフィル
タ２６の光学フィルタ２６ａは通常観察用の赤外カット
フィルタからなり、光学フィルタ２６ｂは赤外観察用の
無色透明のガラスフィルタからなる。
【００５０】通常観察時には、光源からの赤外光成分が
観察の邪魔になるためにこのような赤外カットフィルタ
２６ａが挿入される。
【００５１】ところで、通常光と赤外光（または紫外光
などの特殊光）とでは、その波長が異なるため、フラン
ジバック(接眼レンズ２５とＣＣＤ３１の距離）が異な
っている。例えば赤外光のように可視光より長波長の光
の場合、可視光よりフランジバックが長くなり、紫外光
のように可視光より短波長の場合、可視光のフランジバ
ックより短くなる。この問題はＣＣＤ３１を移動するな
どしてフランジバックを変化させることで解決できるが
機構が大掛かりになり望ましくない。
【００５２】そこで、図９に示すように、フランジバッ
クの長さが異なることを、赤外カットフィルタ２６ａの
厚さとガラスフィルタ２６ｂの厚さを変えるとにより吸
収させ、ピントがずれないようにする、ということが従
来行われていた。しかし、赤外カットフィルタ２６ａに
は適正な厚さがあり、厚さを変えるとその特性が変化し
てしまい、赤外光をカットする効果にも変化が生じてく
るため望ましくない。
【００５３】そこで、本実施の形態では、図８に示すよ
うに、通常観察用の光学フィルタ２６ａを適正な厚さの
赤外カットフィルタ７１と無色透明のガラスフィルタ７
２により構成し、上記の問題を解決している。
【００５４】図１０は本実施の形態の紫外光観察時のフ
ィルタ構成の一例を示している。紫外光観察において
は、赤外カットフィルタ７１と、紫外光により励起され
た被写体または投与した蛍光剤からの蛍光を観察するた
めに出射光である紫外光の一部をカットする、例えば４
００ｎｍ以下の波長をカットする光学フィルタ７３を組
み合わせた特殊光観察用の光学フィルタ２６ｂが用いら
れる。通常観察用フィルタ２６ａは、赤外カットフィル
タ７１と、紫外光と可視光によるフランジバックの長さ
の違いを吸収するような厚さの無色透明のガラスフィル
タ７２により構成され、通常観察と紫外光観察を切り替
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9
えたときにピントがずれないようにしている。
【００５５】（作用）つぎに、このように構成された本
実施の形態の作用について説明する。
【００５６】ＩＤ信号出力部２８からのＩＤ信号により
ＣＣＵ６に接続されたカメラヘッド５が本実施の形態の
切り替えフィルタ２６が備えられたカメラヘッド５とい
うことが識別された場合で、切り替えフィルタ２６の操
作により、通常観察用フィルタ２６ａが選択され、モー
ド信号発生部２７からの信号がスイッチＯＦＦとなると
きには、識別回路５４は、ＣＰＵ５１及び光源装置３内
の検知回路１６に通常観察モードであることを伝える。
【００５７】そして、ＣＰＵ５１ はＣＣＵ６内の各回
路に通常信号処理、通常露光が行われるように指示を送
る。また検知回路１６は、ターレット状フィルタ１３の
可視光用フィルタが光路上に配置され、ライトガイドケ
ーブル４に通常照明光としての可視光が供給されるよう
にステッピングモータ１２に指示を送る。
【００５８】これにより被写体には可視光が照射され、
スコープ２から送られたイメージが通常観察用の光学フ
ィルタ２６ａ介して、ＣＣＤ３１に結像される。そし
て、ＣＣＵ６内では通常観察モードの処理に基づいた信
号処理が行われ、通常観察画像がモニタ７に表示され
る。
【００５９】また、ＩＤ信号出力部２８からのＩＤ信号
によりＣＣＵ６に接続されたカメラヘッドが本実施の形
態の切り替えフィルタ２６が備えられたカメラヘッド５
ということが識別された場合で、切り替えフィルタ２６
の操作により、特殊光観察用フィルタ２６ｂが選択さ
れ、モード信号発生部２７からの信号がスイッチＯＮと
なるときには、識別回路５４は、ＣＰＵ５１及び光源装
置３内の検知回路１６に特殊光観察モードであることを
伝える。
【００６０】そして、ＣＰＵ ５１は特殊光用信号処
理、長時間露光モードヘの変更が行われるように指示を
送る。また、検知回路１６は、ターレット状フィルタ１
３の特殊光用フィルタが光路上に配置され、ライトガイ
ドケーブル４には、特殊光が供給されるようにステッピ
ングモータ１２に指示を送る。
【００６１】これにより被写体には特殊光が照射され、
スコープ２から送られたイメージが特殊光観察用の光学
フィルタ２６ｂを介して、ＣＣＤ３１に結像される。そ
して、ＣＣＵ６内では特殊光観察モードの処理に基づい
た信号処理が行われ、特殊光観察画像がモニタ７に表示
される。
【００６２】具体的なＣＣＵ６内での処理は以下の通り
である。
【００６３】識別回路５４からの識別結果により、観察
に適したカラーマトリックスに切り替える。色分離回路
２１では、以下数式のようなマトリックス演算により、
Ｙ・Ｃｒ・Ｃｂを Ｒ・Ｇ・Ｂに変換する処理が行われ
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る。
【００６４】
【数１】

通常観察時には、自然な色再現になるように、マトリッ
クスの係数が設定される。一方、特殊光観察時には、例
えば、蛍光成分を強めるような特殊光観察時に特有のマ
トリックスの係数が設定される。
【００６５】すなわち、現在のモードの識別結果に基づ
き、指定されたカラーマトリックスをＣＰＵ５１がＲＯ
Ｍ５５に予め保持されたテーブルを参照して読み出し、
当該カラーマトリックスを前記色分離回路４１（図４参
照）に出力し所定の演算を行うことになる。
【００６６】一方、本実施の形態においては、通常観察
時には、常時通常露光モードで撮像を行い、より感度を
要求される特殊光観察時には、長時間露光モード動作を
被写体の明るさに応じて行う。
【００６７】すなわち、スコープ２を体腔内に挿入し、
光源装置３からスコープ２に通常光あるいは特殊光を供
給して、接眼部に伝送された内視鏡像をカメラヘッド５
のＣＣＤ３１にて撮像する。ＣＣＵ６は、この撮像信号
を信号処理すると共に、検波回路５０にて画像の明るさ
を検知する。
【００６８】図１１に示すように、ステップＳ１でＣＰ
Ｕ５１は識別回路５４からの識別結果を入力し、ステッ
プＳ２で識別結果が特殊光観察かどうか判断し、特殊光
観察でない、すなわち通常観察の場合はステップＳ３の
通常露光モードで撮像するために検波回路５０が検知し
た明るさ信号に応じて周辺Ｉ／Ｆ５２に対してトリガ信
号を出力して制御し、常時通常露光モードで撮像する。
【００６９】また、ステップＳ２において特殊光観察の
場合は、ステップＳ４でＣＰＵ３１は検波回路５０が検
波した明るさ信号を入力し、ステップＳ５で明るさ信号
が所定値より小さいかどうか判断し、等しいまたは大き
い場合はステップＳ３の通常露光モードで撮像するため
に明るさ信号に応じて周辺Ｉ／Ｆ５２に対してトリガ信
号を出力して制御し、小さい場合はステップＳ６の長時
間露光モードで撮像するために周辺Ｉ／Ｆ５２を制御
し、これらの処理を繰り返す。
【００７０】ステップＳ３の通常露光モードでの撮像で
は、図１２に示すように、周辺Ｉ／Ｆ５２は、露光制御
回路４４の第１係数レジスタ７１及び第２係数レジスタ
７２に対して、第１係数レジスタ７１には「０」を、第
２係数レジスタ７２には「１」を設定信号として出力す
ると共に、明るさ信号に応じて例えば１／６０ｓｅｃの
露光時間で露光して電荷蓄積した撮像信号を１／６０ｓ
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11
ｅｃ周期で読み出すようにＣＣＤドライバ３３に制御信
号を出力する（図５参照）。
【００７１】この場合の１フィールド期間の露光制御回
路４４の出力は、第１係数レジスタ７１が係数信号
「０」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レジスタ７
２が係数信号「１」を第２乗算器７５に出力するので
（表１参照）、１／６０ｓｅｃの露光時間で露光して電
荷蓄積した（遅延回路７４により遅延された）撮像信号
となる。
【００７２】また、特殊光観察において検波回路５０が
検波した明るさ信号が所定値より小さくなった際の通常
露光モードから長時間露光モードへの切り替え時の直後
の１フィールド期間においては、ＣＰＵ５１のトリガ信
号の出力により周辺Ｉ／Ｆ５２は、上記と同様な設定信
号（第１係数レジスタ７１には「０」を、第２係数レジ
スタ７２には「１」）を露光制御回路５４の第１係数レ
ジスタ７１及び第２係数レジスタ７２に出力すると共
に、１フィールド期間に高速シャッタ撮像である１／１
１８ｓｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積した撮像信号
を１／６０ｓｅｃ周期で読み出すようにＣＣＤドライバ
３３に制御信号を出力する。
【００７３】この場合の１フィールド期間の露光制御回
路４４の出力も、第１係数レジスタ７１が係数信号
「０」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レジスタ７
２が係数信号「１」を第２乗算器７５に出力するので
（表１参照）、１／６０ｓｅｃの露光時間で露光して電
荷蓄積した（遅延回路７４により遅延された）撮像信号
となる。
【００７４】特殊光観察において通常露光モードから長
時間露光モードへの切り替え後のステップＳ６の長時間
露光モードでの撮像では、周辺Ｉ／Ｆ５２は、露光制御
回路４４の第１係数レジスタ７１及び第２係数レジスタ
７２に対してそれぞれ「１」を設定信号として出力する
と共に、このときの１フィールド期間に高速シャッタ撮
像である１／１１８ｓｅｃの露光時間で露光して電荷蓄
積した撮像信号を１／６０ｓｅｃ周期で読み出すように
ＣＣＤドライバ３３に制御信号を出力する。
【００７５】この結果、この時の１フィールド期間の露
光制御回路４４からの出力は、第１係数レジスタ７１が
係数信号「１」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レ
ジスタ７２が係数信号「１」を第２乗算器７５に出力す
るので（表１参照）、このとき読み込んだ１／１１８ｓ
ｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積した撮像信号と、遅
延回路７４で１フィールド期間遅延させた１／１１８ｓ
ｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積した前フィールドの
撮像信号とを加算器７６で加算した、１／５９ｓｅｃの
露光時間で露光した明るさに相当する撮像信号となる。
【００７６】このステップＳ６の長時間露光モードでの
撮像で、例えば明るさ信号が線形的に小さくなる場合に
は、周辺Ｉ／Ｆ５２は、露光制御回路４４の第１係数レ
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ジスタ７１及び第２係数レジスタ７２に対してそれぞれ
「１」を設定信号として維持し出力する。
【００７７】この結果、第１係数レジスタ７１が係数信
号「１」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レジスタ
７２が係数信号「１」を第２乗算器７５に出力する（表
１参照）と共に、図１２に示すように、２フィールド期
間（すなわち、１フレーム期間）毎に１／１１８ｓｅｃ
から露光時間を順次長くするようにＣＣＤドライバ３３
に制御信号を出力し、露光制御回路４４からの出力が１
／５９ｓｅｃの露光時間で露光した明るさを有する撮像
信号から１／３０ｓｅｃの露光時間で露光した明るさを
有する撮像信号に順次変化するように制御する。
【００７８】すなわち、ＣＰＵ５１の制御により周辺Ｉ
／Ｆ５２は、１／１１８ｓｅｃの露光時間で露光して電
荷蓄積した後の２フィールド期間（すなわち、１フレー
ム期間）では、１／１１８ｓｅｃより長い１／１１６ｓ
ｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積した撮像信号を１／
６０ｓｅｃ周期で読み出すようにＣＣＤドライバ３３に
制御信号を出力し、露光制御回路４４からの出力をこの
時の１フレーム期間の最初の１フィールド期間では１／
５９ｓｅｃの露光時間で露光した明るさに相当する撮像
信号、次の１フィールド期間では１／５８ｓｅｃの露光
時間で露光した明るさに相当する撮像信号にする。
【００７９】また、ＣＰＵ５１の制御により周辺Ｉ／Ｆ
５２は、次の２フィールド期間（すなわち、１フレーム
期間）では１／１１４ｓｅｃの露光時間で露光して電荷
蓄積した撮像信号を１／６０ｓｅｃ周期で読み出すよう
にＣＣＤドライバ３３に制御信号を出力し、露光制御回
路４４からの出力をこの時の１フレーム期間の最初の１
フィールド期間の１／５８ｓｅｃの露光時間で露光した
明るさに相当する撮像信号、次の１フィールド期間では
１／５７ｓｅｃの露光時間で露光した明るさに相当する
撮像信号にする。
【００８０】そして、最終的には、２フィールド期間
（すなわち、１フレーム期間）において１／６０ｓｅｃ
の露光時間で露光して電荷蓄積した撮像信号を１／６０
ｓｅｃ周期で読み出すようにＣＣＤドライバ３３に制御
信号を出力し、露光制御回路４４からの出力をこの時の
１フレーム期間の最初の１フィールド期間の１／３１ｓ
ｅｃの露光時間で露光した明るさを有する撮像信号、次
の１フィールド期間では１／３０ｓｅｃの最長露光時間
で露光した明るさに相当する撮像信号にする。
【００８１】また、例えば最も暗い状態から明るさ信号
が線形的に大きくなり所定の明るさになるまでの間は、
上記とは逆に、周辺Ｉ／Ｆ５２は、２フィールド期間
（すなわち、１フレーム期間）毎に高速シャッタ撮像の
露光時間を順次短くするようにＣＣＤドライバ１３に制
御信号を出力し、露光制御回路４４からの出力が１／３
０ｓｅｃの露光時間で露光した明るさに相当する撮像信
号から１／５９ｓｅｃの露光時間で露光した明るさに相
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当する撮像信号に順次変化するように制御する。
【００８２】そして、特殊光観察において検波回路５０
が検波した明るさ信号が所定値になった際の長時間露光
モードから通常露光モードへの切り替え時の直後の１フ
ィールド期間においては、ＣＰＵ５１のトリガ信号の出
力により周辺Ｉ／Ｆ５２は、第１係数レジスタ７１には
「１」を、第２係数レジスタ７２には「０」とした設定
信号を露光制御回路４４の第１係数レジスタ７１及び第
２係数レジスタ７２に出力すると共に、１フィールド期
間に１／６０ｓｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積した
撮像信号を１／６０ｓｅｃ周期で読み出すようにＣＣＤ
ドライバ３３に制御信号を出力する。
【００８３】この場合の１フィールド期間の露光制御回
路４４の出力は、第１係数レジスタ７１が係数信号
「１」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レジスタ７
２が係数信号「０」を第２乗算器７５に出力するので
（表１参照）、このときの１／６０ｓｅｃの露光時間で
露光して電荷蓄積した撮像信号となる。
【００８４】特殊光観察において長時間露光モードから
通常露光モードへの切り替え後の通常露光モードでの撮
像において、周辺Ｉ／Ｆ５２は、露光制御回路４４の第
１係数レジスタ７１及び第２係数レジスタ７２に対し
て、第１係数レジスタ７１には「０」を、第２係数レジ
スタ７２には「１」を設定信号として出力すると共に、
明るさ信号が所定値以上に変化した場合は、周辺Ｉ／Ｆ
５２は、２フィールド期間に１／６１ｓｅｃの露光時間
で露光して電荷蓄積した撮像信号を１／６０ｓｅｃ周期
で読み出すようにＣＣＤドライバ３３に制御信号を出力
する。
【００８５】この結果、次の１フィールド期間の露光制
御回路４４からの出力は、第１係数レジスタ７１が係数
信号「０」を第１乗算器７３に出力し、第２係数レジス
タ７２が係数信号「１」を第２乗算器７５に出力するの
で（表１参照）、遅延回路７４で１フィールド期間遅延
させた１／６１ｓｅｃの露光時間で露光して電荷蓄積し
た撮像信号となる。
【００８６】また、明るさ信号が、例えば線形的に順次
大きくなる場合は、次の２フィールド期間での露光時間
を１／６２ｓｅｃへと短くし、さらに露光時間を順次短
くすることで、露光時間が連続可変の高速シャッタ撮像
がなされ、所定の明るさの撮像信号を得る。
【００８７】なお、上記の説明においては、説明を簡略
化するために、明るさ信号が線形的に変化する場合を例
に説明したが、実際には常に連続的に所定の明るさの撮
像信号が得られるように（検波回路５０が検波した明る
さ信号が所定値になるように）、周辺Ｉ／Ｆ５２での露
光制御回路４４の第１係数レジスタ７１及び第２係数レ
ジスタ７２の設定信号及びＣＣＤドライバ３３の制御信
号の出力をＣＰＵ５１が制御している。
【００８８】なお、このような通常観察モードと特殊光
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観察モードでのＣＣＵ６の内部処理の切り替えは上述の
カラーマトリックス切り替えや露光制御切り替えに限ら
ず、例えばＡＧＣ＆ペインティング回路４２においてＡ
ＧＣのゲインを上げて信号を増幅したり、ペインティン
グにより赤や青成分など、強調したい色成分を増減させ
ることによるコントラスト強調なども含まれる。
【００８９】ところで、ＣＣＵ６には手技等に応じて、
様々なカメラヘッドが接続可能である。また、ＣＣＤ３
１をスコーブ先端に内蔵したビデオスコープも接続可能
である。これら、どのカメラヘッドあるいはビデオスコ
ープがＣＣＵ６に接続されたのかどうかは前述のＩＤ信
号出力部２８から出力されるＩＤ信号により識別され
る。
【００９０】また、光源装置３のフィルタを切り替える
理由も、必ずしも特殊光観察のためだけではなく、ター
レット状フィルタの開口部には、可視光による通常観察
時の可視光の強さを減衰させるようなメッシュフィルタ
などが取り付けられることもある。
【００９１】このように、多様な状況に応じて、様々な
組み合わせが考えられるために、ユーザは光源装置３の
フィルタのみを単独で切り替えたい場合も生じる。パネ
ルスイッチ１７は、そのために設けられたスイッチであ
り、ＣＣＵ６に本実施の形態で示した切り替えフィルタ
付きカメラヘッド５以外のカメラヘッドもしくは、ビデ
オスコープが接続された場合には、パネルスイッチ１７
からの入力を受け付け、光源装置３のフィルタのみを切
り替えられるようになっている。
【００９２】しかし、本実施の形態のように、ＣＣＵ６
に切り替えフィルタ付きカメラヘッド５が接続された場
合には、パネルスイッチ１７からの入力を受け付けてし
まうと、せっかく、切り替えフィルタ２６により設定し
たモードに対して、カメラヘッド５のフィルタ・ＣＣＵ
の処理と、光源装置のフィルタとの関係がばらばらにな
り、ユーザを混乱させてしまう。そこで、ＩＤ信号を検
知し、本実施の形態の切り替えフィルタ２６を備えたカ
メラヘッド５がＣＣＵ６に接続されている場合には、パ
ネルスイッチ１７からの入力に対してステッピングモー
タ１２が応答しないように、検知回路１６で制御され
る。
【００９３】すなわち、検知回路１６では、図１３に示
すように、まず、ステップＳ１１で光源装置３及びＣＣ
Ｕ６ の電源がＯＮとなり、カメラヘッド５のＩＤ信号
出力部２８からのＩＤ信号が検知回路１６に入力される
と、ステップＳ１２でこの入力されたＩＤ信号が、本実
施の形態で示した切り替えフィルタ付きのカメラヘッド
５のものなのか、それ以外のカメラヘッドのものなのか
が検知される。
【００９４】この結果、それ以外のカメラヘッドである
ことが検知された場合には、ステップＳ１３でパネルス
イッチ１７からの入力をアクティブとし、ステップＳ１



(9) 特開２００２－２１９０９７

10

20

30

40

50

15
４でパネルスイッチ１７の状態とターレット状フィルタ
１３の状態との比較を行い、両者の状態が等しければ終
了となり、等しくなければ、ステップＳ１５でステッピ
ングモータ１２を駆動する指示信号を送り、ターレット
状フィルタ１３をパネルスイッチ１７の設定に合わせて
終了となる。
【００９５】一方、ステップＳ１２の結果、入力された
ＩＤ信号が、本実施の形態で示した切り替えフィルタ付
きのカメラヘッド５のものであると検知された場合に
は、ステップＳ１６でパネルスイッチ１７からの入力を
非アクティブとし、ステップＳ１７でモード信号発生部
２７の状態とターレット状フィルタ１３の状態との比較
を行い、両者の状態が等しければ終了となり、等しくな
ければ、ステップＳ１８でステッピングモータ１２を駆
動する指示信号を送り、ターレット状フィルタ１３をモ
ード信号発生部２７の設定に合わせて終了となる。
【００９６】（効果）このように本実施の形態では、接
続するカメラヘッドを切り替えることなく、通常観察と
特殊光観察とを同一の撮像手段で行うことができる。ま
た、ユーザは切り替えフィルタ２６を操作するだけで、
ＣＣＵ６内の信号処理及び光源装置３からの出射光が自
動的に変更され、通常観察と特殊光観察との切り替えを
簡単かつスムーズに変更できる。
【００９７】そして、適切な信号処理（蛍光成分など特
定の色調の強調（カラーマトリックスの変更やペイント
の調整）及び露光時間の変更（長時間露光撮像））とを
組み合わせることで、一つの撮像素子で様々な観察に対
応できる内視鏡装置を提供することができる。
【００９８】また、本実施の形態に記載の切り替えフィ
ルタ２６を備えたカメラヘッド５が接続された場合に
は、光源装置３のパネルスイッチ１７による入力に応答
しないように制御することで、光源装置３単独での、光
源装置３に備えられた出射光を切り替えるためのターレ
ット状フィルタ１３の切り替えを禁止することにより、
ユーザの混乱を防ぐことができる。
【００９９】また、このように構成され、かつ広帯域に
わたって感度の良いＣＣＤの使用と特殊光観察に適した
信号処理の併用のために撮像素子が一つで済み、しかも
通常観察時と特殊光観察時との処理回路をほぼ同一の回
路で構成できるので、回路の規模の縮小、装置の小型
化、コストの低減という効果が生み出される。
【０１００】図１４ないし図１６は本発明の第２の実施
の形態に係わり、図１４はＣＣＵの構成示す構成図、図
１５は図１４のスコープに可視光あるいは特殊光を供給
する光源装置の構成示す構成図、図１６は図１５のエン
コーダによるモニタ上の表示画面の一例を示す図であ
る。
【０１０１】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
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【０１０２】（構成・作用）第２の実施の形態の特徴
は、図１４及び図１５に示すように、ＣＣＵ６にＣＣＵ
リセット回路８１を、また光源装置３に光源装置リセッ
ト回路８２をそれぞれ設けることで、電源投入時にはリ
セットがかかり、必ず通常観察モードに初期化される点
にある。
【０１０３】詳細には、ＣＣＵ６には図示しない電源回
路のＯＮ／ＯＦＦ用のスイッチが設けられてあり、この
スイッチをＯＮすると、ＣＣＵ６の各部に電源が供給さ
れ、動作状態になる。このときＣＣＵリセット回路８１
はリセット信号をＣＰＵ５１に送る。 ＣＰＵ５１はこ
のリセット信号を検知すると、全ての動作状態を通常観
察モードに初期化する。
【０１０４】また、光源装置３には図示しない電源回路
のＯＮ／ＯＦＦ用のスイッチが設けられてあり、このス
イッチをＯＮすると、光源装置３の各部に電源が供給さ
れ、動作状態になる。このとき光源装置リセット回路８
２はリセット信号を検知回路１６に送る。検知回路１６
はこのリセット信号を検知すると、ターレット状フィル
タ１３の可視光用の光学フィルタ２６ａが光路上に配置
されるようにステッピングモータ１２を制御する。
【０１０５】また、エンコーダ４５では、映像信号に現
在の動作モードを表示するための文字情報を重畳するよ
うに構成され、特殊光による動作モードのモニタ７での
表示例の一例を図１６に示す。
【０１０６】その他の構成・作用は第１の実施の形態と
同じである。
【０１０７】このように本実施の形態では、第１の実施
の形態の効果に加え、電源投入時には、通常観察モード
に初期化されることで、予期せぬ赤外光、紫外光などの
照射を防ぐことができる。
【０１０８】また、現在の動作モードの状態をモニタ７
に表示することでユーザの設定等を容易に確認すること
が可能となる。
【０１０９】［付記］
（付記項１）  被写体に照明光を照射する光源ランプ
と、前記照明光を照射された前記被写体を撮像する撮像
手段と、前記撮像手段と接続され、前記撮像手段から出
力される撮像信号を映像信号処理する信号処理手段と、
前記光源ランプの照明光路上に設けられ、前記被写体に
照射される照明光の波長域を可視光域の通常観察モード
又は可視光域と異なる特殊光域の特殊光観察モードとに
選択的に切り替える第１の光学フィルタと、前記第１の
光学フィルタを切り替える為の切り替え信号入力手段
と、前記撮像手段の前面に具備され、前記撮像手段に入
力される前記被写体からの光の波長域を選択的に切り替
えて制限する第２の光学フィルタとを具備したことを特
徴とする内視鏡装置。
【０１１０】（付記項２）  前記第２の光学フィルタの
切り替えに応じて、前記第１の光学フィルタ及び前記信
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号処理手段の動作状態とを自動的に前記通常観察モード
と前記特殊光観察モードとに切り替える撮像状態切替え
手段を備えたことを特徴とする付記項１に記載の内視鏡
装置。
【０１１１】（付記項３）  前記第２の光学フィルタを
具備した前記撮像手段が、前記信号処理手段に接続され
た時には、前記第１の光学フィルタを切り替える為の前
記切り替え信号入力手段からの信号の入力を禁止するこ
とを特徴とする付記項１に記載の内視鏡装置。
【０１１２】（付記項４）  電源投入時には、前記通常
観察モードに初期化されることを特徴とする付記項１に
記載の内視鏡装置。
【０１１３】（付記項５）  前記第２の光学フィルタ
は、通常観察用フィルタと特殊光観察用フィルタからな
り、可視光域での前記撮像手段へのピント位置と特殊光
域での前記撮像手段へのピント位置との距離の差を吸収
するよう、前記通常観察用フィルタもしくは前記特殊光
観察用フィルタのどちらか一方あるいは両方に無色透明
なガラスフィルタを組み合わせることで、お互いの厚み
を調整することを特徴とする付記項１に記載の内視鏡装
置。
【０１１４】（付記項６）  前記撮像手段は、単一の撮
像素子であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡
装置。
【０１１５】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、適
切な信号処理（特定の色調の強調（カラーマトリックス
の変更やペイントの調整）及び露光時間の変更（長時間
露光撮像））を組み合わせることで、一つの撮像素子で
様々な観察に対応することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の
構成を示す構成図
【図２】図１の光源装置及びカメラヘッドの構成を示す
構成図
【図３】図１のＣＣＵの構成を示す構成図
【図４】図３の色分離回路の構成を示す構成図
【図５】図３の露光制御回路の構成を示す構成図
【図６】図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフィ
ルタの構成を説明する第１の説明図
【図７】図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフィ
ルタの構成を説明する第２の説明図
【図８】図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフィ
ルタの構成を説明する第３の説明図
【図９】図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフィ
ルタの構成を説明する第４の説明図
【図１０】図２のカメラヘッドに設けられた切り替えフ
ィルタ変形例の構成を説明する説明図
【図１１】図３のＣＣＵにおける露光制御処理を説明す
るフローチャート
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【図１２】図３のＣＣＵにおける露光制御処理を説明す
るタイミング図
【図１３】図２の検知回路によるターレット状フィルタ
の移動制御を説明するフローチャート
【図１４】本発明の第２の実施の形態に係るＣＣＵの構
成示す構成図
【図１５】図１４のスコープに可視光あるいは特殊光を
供給する光源装置の構成示す構成図
【図１６】図１５のエンコーダによるモニタ上の表示画
面の一例を示す図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…スコープ
３…光源装置
４…ライトガイドケーブル
５…カメラヘッド
６…ＣＣＵ
７…モニタ
１１…キセノンランプ
１２…ステッピングモータ
１３…ターレット状フィルタ
１４…集光レンズ
１６…検知回路
１７…パネルスイッチ
２１…ライトガイド
２２…照明レンズ
２３…対物レンズ
２４…イメージガイド
２５…接眼レンズ
２６…切り替えフィルタ
２７…モード信号発生部
２８…ＩＤ信号出力部
３１…ＣＣＤ
３２…カメラケーブル
３３…ＣＣＤドライバ
３４…プリアンプ
３５…プリプロセス回路
３６…Ａ／Ｄ変換回路
３７、４８、５３、５５…Ｉ．Ｌ
３８…Ｙ／Ｃ分離回路
３９…色差ＬＰＦ
４０…線順次同時化回路
４１…色分離回路
４２…ＡＧＣ＆ペインティング回路
４３…ｋｎｅｅ＆γ補正回路
４４…露光制御回路
４５…エンコーダ
４６…７５Ωドライバ
４７…ＳＳＧ
４９…ＴＧ
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５０…検波回路
５１…ＣＰＵ *

20
*５２…周辺Ｉ／Ｆ
５４…識別回路

【図１】

【図２】 【図４】

【図５】

【図８】
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【図１０】

【図１１】

【図１５】 【図１６】
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